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１．はじめに 
既往の研究において、天井の耐震化対策として、天井

懐にブレースを設置することが効果的であることが明ら

かになっている１)。一方、天井裏にある諸設備によって、

ブレースの施工が困難な実態を考慮して、ブレースを設

置せず、補強金具を介して壁に天井を突き付けた場合の

耐震性に関する基礎的研究も行われている 2）。そのときの

改善点として、以下の２点が挙げられる。 
① 鋼製下地には剛性に異方性があり、野縁受け方向にお

いて、補強金具１箇所あたりの剛性を高める必要があ

る。 
② 補強金具の施工効率を改善する必要がある。 

そこで、本稿では壁に突き付ける補強金具に注目し、

壁側の端部を補強した実物大の天井に対し静的水平加力

試験を行った。上記①の理由から野縁受け方向のみを試

験対象としている。 
２．試験概要 
写真１に試験体全景を示す。試験体の寸法は、鋼製天

井下地材（JIS 19 形）を用いた 2,100mm×2,700mm の実物

部分天井とした。仕上げ材は働き幅 105mm のアルミスパ

ンドレル（0.8mm）を使用し、ネジ径 3mm のビスにより

固定した。補強金具は、壁側の野縁端部から 2 本目に繋

ぐようにし、1080mm ピッチに 2 箇所取付けた。油圧シリ

ンダーにＣ型鋼を接続し、スパンドレルの 4 点に対し一

様に加力した。加力レベルはロードセルで測定し、変位

は、水平変位 3 点、鉛直変位は端部と天井中心の 2 点で

計 5 点測定した。図１に試験体寸法および変位計設置位

置を、表１に試験体の仕様を示す。また写真２･図２に補

強金具取り付け状況を示す。 
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図１ 試験体寸法および変位計設置位置 

b) 断面 

a) 平面 

表１ 試験体の仕様 

写真１ 試験体全景 

写真２ 補強金具 

野縁との繋ぎ 

補強金具 

部材名称 品名 仕様・ピッチ等

吊りボルト 3/8″(9φ)ボルト ＠900

野縁受け CC-19 ＠900

野縁 CS-19 ＠364

ハンガー CC-19用ハンガー

クリップ CS-19用クリップ

仕上げ材 スパンドレル ｔ＝0.8mm

補強金具 ＠1080×2本

図２ 補強金具詳細図 
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３．試験結果 
試験で得られた荷重－水平変位関係を図３に示す。約

3,000N で野縁の変形が始まり、約 7,100N のときに野縁と

スパンドレルを接合するビス部で音鳴りが生じて剛性が

低下した（写真３）。約 9,500N のときに油圧シリンダー

の加力能力の限界に達したので測定を終了した。その時

の水平変位は 14.5mm である。 
次に鉛直変位を図４に示す。鉛直変位は最大で 0.5mm

程度であり、今回の試験体においては、天井面の浮き上

がりは生じていないと言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．考察 
今回の試験と既往の研究結果 2)との比較検討を行う。今

回の補強箇所数が２箇所に対して、既往は３箇所の補強

で試験していることから、図５に補強金具１箇所あたり

に換算した数値での荷重－水平変位関係を示す。既往と

比べて、高剛性・高強度が確保できていることを確認し

た。既往の場合、RP クリップと呼ぶ繋ぎ金具を用いて、

野縁と補強金具を接続している。天井の水平変位が進む

につれて、図６の丸印に水平力が作用するため、野縁の

断面性能を十分に発揮できない状態で、変形が進展して

いくと考える。一方、今回の場合、野縁に対して全体的

に水平力が作用するように、追加の補強金具を取り付け

たことで、野縁の曲げ剛性が十分発揮できるディテール

にした。これによって、剛性と強度が大幅に改善できた

と考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめ 
 天井を壁に突き付けて耐震性を確保するために、補強

金具を取り付けることで、野縁受け方向の剛性と強度が

向上することが確認できた。 
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図３ 荷重－水平変位関係 

写真３ 試験終了後 
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図５ 既往の研究との比較 

図６ 補強金具接続部の納まりの違い 

補強金具の変位方向 補強金具
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図４ 荷重－鉛直変位関係 
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